
 

 

 

 

１ 単元の目標 

(1) 方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解し、方程式を正確かつ能率的に解いたり、方程式

を活用して問題を解決したりすることができる。 

(2) 方程式で学習したことを活用しながら、事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり、その

過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

(3) 方程式について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習

に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①方程式の必要性と意味及び方

程式の中の文字や解の意味を

理解している。 

②等式の性質、移項の意味を理

解し、方程式を解くことがで

きる。 

③簡単な一元一次方程式、比例

式を解くことができる。 

④事象の中の数量や数量の関係

に着目し、一次方程式をつく

ることができる。 

⑤具体的な場面で一次方程式を

用いて解く方法を理解してい

る。 

①等式の性質を基にして、一元

一次方程式を解く方法を考察

し表現している。 

②方程式を解く際に、移項でき

る理由を等式の性質を基にし

て考察し説明している。 

③一次方程式を具体的な場面で

活用している。 

④具体的な場面の問題におい

て、解を吟味して解答として

よいことを判断している。 

①一元一次方程式の意味や必要

性を考えようとしている。 

②一元一次方程式について学ん

だことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

③一元一次方程式を活用した問

題解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしている。 
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３ 指導と評価の計画（全16時間） 

時

間 
学習活動 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・ 

表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

 

  

   

 

〇前の単元の学習を想起させ、マッチ棒の本数を式で表し、

等式をつくる考えを引き出す。 

○恒等式と方程式の違いについて触れ、式に数を代入して

等号が成り立つ場合と成り立たない場合があることを調

べ、方程式とその解の意味を確認する。 

①：ノート 

 

 ①：行動観察 

 

２  

 

 

 

 

 

 

 

〇つり合うという性質に着目させ、メロンの重さを求める

ためにどのような操作をしたかを問い、その操作を式に

表せるようにさせる。 

○等式の性質に気付かせ、両辺が等しい関係を保ったまま

できる操作として整理する。 

○４つの性質のうち、加法と減法、乗法と除法は統合的に

見ることができることも確認する。また、５つ目の性質

として、両辺を入れ替える操作も確認する。 

 

②：ノート 

 

  

３  

 

 

 

 

〇𝑥 =□の形に式変形することを目的として、どの等式の性

質を使うとよいかを考えさせる。 

〇加法と減法、乗法と除法は統合的に見ることができるこ

とを確認し、練習問題で方程式の解き方の定着を図る。 

②：ノート   

４  

 

 

 

 

 

○符号を変えて等号の反対側に項が動いていることに気付

かせる。 

〇移項について説明し、移項を使って方程式を解く。段階

的に難易度が上がるように工夫する。 

○本時では𝐴𝑥 = 𝐵の形の方程式にすることと、そこから両

辺に𝐴の逆数をかけることで解を求めることができるこ

とを確認する。 

知②：ノート 

 

  

問題 

 マッチ棒が１００本あるとき、正方形は何個作れるか。 

問題 

りんご１個 200ｇのとき、メロン１個は何ｇだろうか。 

 

問題 

         𝑥 − 10 = 7 

 

                      𝑥 = 17  

左の方程式を等式の性質を 

使って解いた。 

空欄に当てはまる式は何だろ

うか。 

 
 

問題 

     𝑥 − 10 = −5 

 𝑥 − 10 + 10 = −5 + 10  

          𝑥 = −5 + 10  

          𝑥 = 5  

等式の性質を使っ

て方程式を解いた。

①と③を比べて、ど

んなことが言えるだ

ろうか。 

…① 

…② 

…③ 

○ B 子どもの「興味・関心」や 

「問い」を大事にした授業 

・前単元とのつながりを意識した単

元の導入とする 

○ C 子どもが安心して、進んで 

取り組める授業 

・個に応じて難易度を選び、知識・

技能の定着を目指す 



５  

 

 

〇基本の形の方程式として、移項を定着させる。 

〇項の概念を強調し、𝐴𝑥 = 𝐵の形からAだけを移項させる

ような誤答を例示しながら、既習の形に帰着させること

の重要性について考えさせる。 

〇課題の確認後、かっこを含む方程式を提示し、かっこを

はずすことで、これまでに学習した形にできることを実

感させる。 

②：小テスト ①②：行動観察  

 

６  

 

 

〇整数の方程式に直す方法について気付かせる。 

〇10倍、100倍することで問題を解決できることを確認す

る。 

③：ノート  ②：ノート 

７  

 

 

〇整数の方程式にするにはどうすればよいか考えればよい

ことに気付かせる。 

〇全国学力学習状況調査問題を扱い、誤答から理解を深め

させる。 

〇分母の異なる分数をふくむ方程式から、公倍数の考え方

を見出させる。 

 

③：ノート   

８  

 

 

〇複数の解き方を比較し、どの解き方が効率がよいかを考

えさせる。 

〇係数が複雑な方程式は整数係数に直して計算するとよい

ことを実感させる。 

〇解が２になる方程式をつくらせ、等式の性質の理解を深

めさせる。 

 

 ①：ノート  

９ 基本の問題・小単元の振り返り・確認テスト   ①②③：振り返

りシート 

10  

 

 

 

 

 

○式をつくって考えるとよいことを引き出し、課題につな

げる。 

○問題文（現実の事象）から方程式をつくる手順について

も確認し、問題の解決に方程式が有効であることを確認

する。 

 

④：行動観察   

問題 

 4𝑥 − 3 = 2𝑥 + 7 を解こう。 

問題 

0.3𝑥 + 2 = −0.2𝑥 + 1.5 を解こう。 

問題 
3

 4 
𝑥 =

1

 4 
𝑥 − 7 を解こう。 

問題 
4

 5 
𝑥 − 1 = 0.75𝑥 を解こう。 

問題 

１０００円をもってお菓子とジュースを買いに行った。２

４０円のジュースを１本買い、残ったお金で１１０円のお菓

子をいくつか買うと、残金は１００円になった。お菓子を

いくつ買ったのだろうか。 

○ A 子どもが「自分たちで学び取る」

授業 

・練習問題の取り組み方は個人または小グ

ループを選択できるようにする 



11  

 

 

 

○誤った考えが見られれば取り上げて、２通りの式のうち

どちらが正しいか、どのように考えればよいのかを考え

させる。 

○「余った」「足りない」などの言葉でプラスマイナスを決

めるのではなく、実際の状況をイメージ、図示して立式

させる。 

 

 ③：行動観察  

12  

 

 

 

 

 

 

〇事象から数学的に求められそうな事柄について考えさせ

る。 

○等しい関係にある数量は何なのか（追いついた＝走った

距離が等しい）を確認し、立式させる。 

○方程式の解が問題の答えとして適切なのか、解の吟味に

ついて説明し、その必要性について理解を深めさせる。 

 

 ③④：行動観察  

13 

 

本

時 

 

 

 

〇試合時間と休憩時間など、時間に着目させ、休憩時間な

どを仮定した場合の試合時間を、方程式を使って求めさ

せる。 

○条件を変えた問題を見出させ、方程式を用いた問題解決

に導く。計算によって得られた解を元の事象に戻し、そ

の解の意味付けをさせる。 

〇自分の計画（時間設定）がよりよいものとなるように改

善する。 

 ③④：プリント  

14  

 

 

 

 

〇比例式、比の値などの用語を確認し、これまでの方程式

との違いについて考えさせる。 

〇内項の積＝外項の積となることを確認し、比例式を方程

式に直して計算できることを理解させる。 

 ③：行動観察  

15 確認テスト・基本の問題・単元の振り返り   ①②③：振り返

りシート 

16 単元テスト 単元テスト 単元テスト  

４ 本時案（13／16） 

問題 

 あめを１人に 4個ずつ配ると 16個余り、1人に５個ず

つ配ると 10個足りなかった。あめの個数は何個か。 

 

問題 

弟は家を出発して８00ｍ離れた駅に向かって分速 50

ｍの速さで歩いている。弟の出発した４分後に、分速７０ｍ

の速さで兄が歩き始めた。 

 

問題文の続きを考えよう。 
 

問題 

３チーム対抗ドッジボール大会を企画しよう。 

問題 

コーヒーと牛乳の割合が３：２になるようなコーヒー牛

乳をつくりたい。コーヒー270ｍＬ使うとき、牛乳は何ｍ

Ｌ必要だろうか。 

○ B 子どもの「興味・関心」や「問 

い」を大事にした授業 

・実生活とのつながりを意識した問題設

定とする 



(1) 本時の目標 

事象を一次方程式によって解決できる問題と捉え、その問題の解決や解の解釈を通して、方程式と

その解を問題解決の改善に活用することができる。 

 

(2) 本時の展開 

 ●教師の指導（・主な発問） ○学習活動（・予想される生徒の反応） ・留意点 ◇評価 

導

入 

 

６

分 

●問題を提示する。 

 

 

 

●自分の考えをもたせる。 

・「どんなことを考える必要があ

るかな？」 

 

 

・「これらの条件から、１試合の

時間が何分くらいになるか決

められそうかな？」 

 

 

 

 

 

〇進行に必要な事柄を考える 

・試合時間 ・休憩時間 

・試合数  ・準備体操 

・試合の組み合わせ 

 

 

 

◇クラスを３チームに

分けて、50分で実施

する設定とする。 

◇時間に着目するよう

働きかける。 

◇生徒とやりとりをし

ながら、試合方法や

試合数、休憩時間な

どを設定していく。

（総当たり戦、休憩

２分、準備体操５分、

片付け２分など） 

展

開 

 

36 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

●課題を確認する。 

 

 

●個人思考・課題解決させる。 

・「どんな考え方で１試合の時間

を求められましたか？」 

 

 

 

 

 

 

 

●問題を解決する。 

・「この解はどんなことを表して

いるのかな？」 

・「方程式の計算とその結果を踏

まえて、どのような計画にす

るとよいかな？」 

 

●条件を変えた問題を見出す。 

 

 

 

 

・50分から試合以外の時間をひい

て、その値を３で割って求める。 

・方程式を使って求める。 

（例） 

・3𝑥 + 2 × 2 + 5 + 2 = 50 

   3𝑥 + 11 = 50 

   3𝑥 = 50 − 11 

        3𝑥 = 39 

         𝑥 = 13 

 

・試合時間が13分とれることを表

している。 

・１試合が13分は長いかな？ 

・休憩をもう少し長めにとっても良

いかもしれない。 

・予備の時間を取っておこうかな。 

 

 

 

 

 

◇算術的な解決と方程

式による解決のどち

らの考え方も取り上

げる。 

 

 

 

◇解が分数になった場

合は、その解釈をど

のようにするとよい

か（整数部分のみを

試合時間として、お

よその値とするな

ど）を生徒とのやり

取りから決定してい

く。 

◇チーム数を増やすこ

問題（事象）  

３チーム対抗のドッジボール大会を企画しよう。 

１試合の時間は何分とれるだろうか？ 
○ B 子どもの「興味・関心」や「問い」を大事にした授業  

・現実場面を想起させ、生徒自らが問いを見いだせるように

する 

○ C 子どもが安心して、進 

んで取り組める授業 

・計算の過程を振り返り、式

変形の根拠を確認する 



開 

 

36 

分 

・「今回は３チーム総当たり戦に

ついて考えたけど、他にどん

な状況が考えられるかな？」 

 

 

 

 

 

 

●問題の状況を整理させ、方程

式を用いた問題解決をさせ

る。 

・「さっきと同じように方程式を

使って試合時間を考えること

はできるかな？」 

 

 

 

●得られた結果を振り返り、意

味付けさせる。 

・「𝑥 =
33

6
という結果はどんなこ

とを表しているかな？」 

 

・４チームの総当たり 

・４チームでトーナメント 

・２試合ずつ対戦する 

 

 

 

 

 

 

〇方程式を考える。 

（例）４チーム総当たり（６試合）、

準備５分、休憩２分の場合 

・6𝑥 + 2 × 5 + 5 + 2 = 50 

   6𝑥 + 17 = 50 

                        6𝑥 = 33 

         𝑥 =
33

6
 

 

○計算結果を事象に結び付け、どん

なことが言えるか考える。 

・
33

6
= 5.5 なので、試合時間は５分

30秒とることができる。 

とや同じサイクルを

２周するなどの考え

が予想される。 

◇４チーム総当たりの

場合は６試合となる

ことは深く追求せず

計算に導く。 

 

 

◇あくまでも方程式を

用いて試合時間を求

めることを確認す

る。 

◇上位層には自分なり

の時間設定で計算を

させて結果を振り返

らせる。 

 

◇必要に応じて、帯分

数の考え方を取り上

げる。 

終

末 

 

８

分 

●解決したことを活用させる。 

・「この結果を用いて、４チーム

での総当たり戦の計画を自分

なりに考えてみよう。」 

 

 

 

 

●練習問題に取り組ませる。 

 

〇解を自分なりに活用する。 

・試合は５分にして、削った30秒×

６＝３分は予備の時間としよう

かな。 

・試合時間をもう少し取りたいか

ら、休憩は１分にして考えてみよ

う。 

 

〇H28全国学調B１（１）（２）に取

り組む。 

☆方程式の解を問題場

面に当てはめ、試合

時間や休憩時間を調

整するなどして計画

を改善している。

（ノート） 

 

 

◇問題はプリントにし

て配付する。 

 

５ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に係る授業改善のポイント 

○ 子どもの「問い」を重視した単元設計の工夫 

 方程式の学習においては、基本的な形からかっこを含む方程式、小数、分数の含む方程式と段階的

に難易度が上がっていくことになる。等式の性質や移項に関する基本的な学習内容を随時振り返りな

がら、どのように方程式の難易度を上げていくかを生徒から引き出しながら単元を進める。 

○ 子どもの「問い」を重視した本時の工夫 

他の状況でも、方程式で試合時間を求められるか？ 

○ B 子どもの「興味・関心」や「問い」を大事にした授業 

・条件変更から、生徒自らが問いを見いだせるようにする 



本時は、「算数・数学の学習過程の

イメージ」（図１）のうち、【現実の

世界】の事象を扱うと捉えられる。

事象を数学化する場面においては、

生徒が見通しをもって学習に取り組

めるよう、事象の意味理解を確実に

できるようにするとともに、A１の 

過程を重視した展開としたい。「ミニ

バレー大会を企画しよう」といった

事象から、どんなことを考える必要

がありそうかを問う。オープンな問

いであるが、生徒の考えを生かしつ

つ、数学によって解決できそうな事柄として時間を取り上げ、試合時間等の適切な設定のために方程

式を活用することを目指す。 

また、自己の学習活動を振り返って次につなげる場面では、問題の解決によって得た結果を改めて現

実の事象に戻し、その結果が適切なものであるかを確かめる活動が重要であると考える。具体的には、

方程式を解くことによって得た解を基に、もともとの休憩時間や準備時間の設定が適切だったか、また

は改善できないかを考えさせる。生徒の時間設定によって解が分数になった場合は、およその値として

時間設定をすることや、試合時間を整数値にし、予備の時間として余った時間を設定することが考えら

れる。より現実的な状況をイメージさせて、自分だったらどう判断するかを考えさせ、D１の過程とし

て思考・判断・表現がなされているかを見取ることを目指す。 
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